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く ま む ら 議 会第69号 平成24年10月25日　（2）

　

初
日
は
、
６
月
定
例
会
以
降
の

諸
般
の
報
告
、
例
月
出
納
検
査
の

報
告
を
行
い
、
会
議
録
署
名
議
員

の
指
名
、
会
期
の
決
定
、
続
い

て
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議

会
な
ら
び
に
人
吉
下
球
磨
消
防
組

合
議
会
の
報
告
、
陳
情
書
を
採

択
、
次
に
報
告
第
１
号
と
し
て
、

平
成
23
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
柳

詰
村
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
は
、
財
政
健
全
化
法

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
市
町
村
に
同
比
率

の
算
定
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
公
表
に
は
監
査
委
員

の
意
見
を
付
け
て
報
告
す
る
も
の

で
、
い
ず
れ
の
数
値
も
良
好
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
決
算
認
定
を
上
程

後
、
豊
永
征
介
代
表
監
査
委
員
よ

り
、
平
成
23
年
度
球
磨
村
一
般
会

計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
審

査
結
果
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
球
磨
村
産
業
振
興

対
策
事
業
補
助
金
交
付
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
、
人

災害復旧費などに
5億7,680万円を追加
災害復旧費などに災害復旧費などに災害復旧費などに
5億7,680万円を追加5億7,680万円を追加5億7,680万円を追加
災害復旧費などに
5億7,680万円を追加
災害復旧費などに
5億7,680万円を追加
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平
成
24
年
第
４
回
（
９
月
）
定
例
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
23
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
の
報
告
、
平

成
23
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
決
算
の
認
定
、
条
例
の
一
部
改
正
、
規
約
の
一
部
変
更
、
平

成
24
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
６
名
の
議
員
が
登
壇
、
行
政
課
題
並
び
に
施
策
な
ど
を
村
執
行
部
に
た
だ
し
ま
し
た
。

吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約
の
一

部
変
更
並
び
に
平
成
24
年
度
球
磨

村
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算
を
上
程
、
午
後
か
ら
は
、
田

代
議
員
、
愛
甲
議
員
が
一
般
質
問

に
登
壇
し
ま
し
た
。

　

12
日
は
一
般
質
問
に
髙
澤
議

員
、
嶽
本
議
員
、
舟
戸
議
員
、
多

武
議
員
が
登
壇
し
、
行
政
課
題
や

施
策
な
ど
を
村
執
行
部
に
質
し
ま

し
た
。

　

14
日
は
、
平
成
23
年
度
球
磨
村

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
を
慎

重
審
議
し
、
い
ず
れ
も
認
定
し
ま

し
た
。

　

最
終
日
の
14
日
に
は
、
球
磨
村

産
業
振
興
条
例
の
一
部
の
改
正
、

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約
一

部
変
更
、
平
成
24
年
度
球
磨
村
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

を
審
議
後
可
決
し
た
後
、
６
月
議

会
に
お
い
て
議
会
運
営
員
会
に
付

託
し
、
同
委
員
会
に
お
い
て
継
続

審
査
し
て
い
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
実
施
請
願
書
の
調
査
結

果
を
愛
甲
議
会
運
営
委
員
長
が
報

告
、
そ
の
後
審
議
し
た
結
果
、
採

択
し
ま
し
た
。

　

陳
情
書
に
つ
い
て
は
採
択
後
、

追
加
議
案
と
し
て
、
意
見
書
を

衆
、
参
議
院
議
長
、
内
国
総
理
大

臣
他
へ
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

一般会計　　　 平成23年度決算
歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

自主財源 依存財源
村　　　税　　　234,290
分担金及び負担金　  18,363
使用料及び手数料　  24,209
財産収入　　　　  37,833
寄　付　金　　　　　　 800
繰　入　金　　　　　 3,446
繰　越　金　　　　  86,920
諸　収　入　　　　  72,035

地方譲与税　　　  40,234
地方消費税交付金　　 32,180
自動車取得税交付金　　   5,816
地方特例交付金他　 10,723
地方交付税　　1,863,372
国庫支出金　　　278,033
県支出金　　　　248,826
村　　　債　　　349,257

合　　計　3,306,337

歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

議　会　費 76,297 土　木　費 266,652
総　務　費 783,237 消　防　費 133,967
民　生　費 778,060 教　育　費 272,126
衛　生　費 244,570 災害復旧費 45,955
農林水産業費 243,095 公　債　費 347,319
商　工　費 17,644 予　備　費 2,930

合　　計　3,211,852



く ま む ら 議 会 第69号（3）   平成24年10月25日

○
報
告
第
３
号

・
平
成
23
年
度
財
政
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、
球

磨
村
監
査
委
員
の
意
見
を
つ
け
て

報
告
。

○
認
定
第
１
号

・
平
成
23
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

決
算
の
認
定

○
認
定
第
２
号

・
平
成
23
年
度
球
磨
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定

○
認
定
第
３
号

・
平
成
23
年
度
球
磨
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定

○
認
定
第
４
号

・
平
成
23
年
度
球
磨
村
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定

○
認
定
第
５
号

・
平
成
23
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
決
算
の
認
定

　
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、原
案
の

と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
23
号

・
球
磨
村
産
業
振
興
対
策
事
業
補

助
金
交
付
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

農
林
業
構
造
の
改
善
と
経
営
の

合
理
化
を
図
る
た
め
産
業
振
興
事

業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
で
、
６
次
産
業
化
に
取

り
組
む
団
体
に
対
し
て
、
加
工
等

機
械
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
新

規
購
入
・
更
新
時
に
補
助
金
を
定

率
以
内
で
交
付
す
る
条
例
の
制
定

で
す
。

○
議
案
第
24
号

・
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
規
約

の
一
部
変
更

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
事
務

所
移
転
に
よ
る
住
所
変
更
に
伴
う

規
約
の
一
部
変
更
で
す
。

○
議
案
第
25
号

・
平
成
24
年
度
球
磨
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
、
５
億
７
６
，
８
０
２
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
３
３
億
８
６
，
４
１
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費

関
係
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
の
追
加

と
し
て
５
０
０
千
円
、
衛
生
費
で

は
、
汚
泥
再
生
処
理
経
費
負
担
金

５
，
５
６
７
千
円
、
農
林
水
産
業

費
で
は
、
一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み

経
費
節
減
等
の
施
設
整
備
費
に

４
，
８
８
９
千
円
、
林
業
費
は
、

災
害
時
の
崩
土
除
去
等
工
事
費

９
，
５
７
２
千
円
、
林
道
一
里
山

線
舗
装
工
事
費
１
８
，
０
０
０
千

円
、
土
木
費
で
は
、
道
路
橋
梁
費

に
３
２
，
２
０
９
千
円
他
、
河
川

費
に
、
豪
雨
災
害
土
砂
除
去
工
事

費
と
し
て
２
，
０
０
０
千
円
、
単

県
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
自
供
負
担

金
４
，
０
０
０
千
円
、
消
防
費
で

は
、
小
河
川
改
修
・
設
置
費
と
し

て
２
，
０
０
０
千
円
、
災
害
復
旧

費
で
は
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

費
測
量
設
計
委
託
料
１
，
６
０
０

千
円
、
工
事
請
負
費
７
，
８
１
３

千
円
、
小
規
模
災
害
補
助
金
２
，

８
３
４
千
円
、
林
業
用
施
設
災
害

復
旧
費
測
量
設
計
委
託
料
３
，
１

３
１
千
円
、
工
事
請
負
費
７
６
，

３
９
８
千
円
、
公
共
土
木
災
害
復

旧
費
測
量
設
計
委
託
料
１
３
，
７

０
７
千
円
、
工
事
請
負
費
３
億
８

０
，
５
４
０
千
円
な
ど
を
計
上
、

な
お
、
補
正
予
算
に
お
け
る
災
害

復
旧
費
全
体
の
合
計
は
、
４
億
８

６
，
６
２
１
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
と
し

て
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

負
担
金
２
億
５
３
，
８
２
０
千

円
、
県
支
出
金
と
し
て
、
農
林
水

産
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金
５

４
，
１
３
７
千
円
の
ほ
か
、
一
般

財
源
に
平
成
23
年
度
繰
越
金
他
普

通
交
付
税
を
追
加
、
歳
入
総
額
５

億
７
６
，
８
０
２
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

○
議
案
第
26
号

・
平
成
24
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
、
１
，
７
１
０
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
6

億
３
９
，
３
３
７
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

○
議
案
第
27
号

・
平
成
24
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
、
99
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
５
７
，
０
９

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
報
告

　

６
月
定
例
議
会
で
議
会
運
営
員

会
に
付
託
さ
れ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
実
施
の
請
願
の
調
査

結
果
を
報
告
後
、
審
議
を
行
い
採

択
し
ま
し
た
。

○
陳
情
書

　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議

員
連
盟
か
ら
提
出
の
「
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
地
方
財
源
を
確

保
・
充
実
す
る
仕
組
み
の
構
築
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い

て
」
は
採
択
後
、
追
加
議
案
と
し

て
、
意
見
書
を
衆
、
参
議
院
議

長
、
内
国
総
理
大
臣
他
へ
提
出
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
平
成
23
年
度
普
通
会
計
財
政
健

全
化
審
査
意
見

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
を
つ
け
て
報
告
す

る
も
の
で
す
。

１
、
実
質
赤
字
比
率

２
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

３
、
実
質
公
債
費
比
率

４
、
将
来
負
担
比
率

い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
良
好
と
認
め
ら
れ

ま
す
。

○
平
成
23
年
度
簡
易
水
道
事
業
会

計
経
営
健
全
化
意
見

　

１
、
資
金
不
足
比
率

　

経
営
健
全
化
基
準
と
比
較
し

て
、
良
好
な
状
態
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
す
。

人
事

補
正
予
算

そ 

の 

他

承
認

条
例

決
定
認
定

報
告

意 

見 

書

人
事

補
正
予
算

そ 

の 

他

承
認

条
例

決
定
認
定

報
告

意 

見 
書

人
事

補
正
予
算

そ 

の 

他

承
認

条
例・規
約

決
定
認
定

報
告

意 

見 

書

人
事

補
正
予
算

そ 

の 

他

承
認

条
例

決
定
認
定

報
告

意 

見 

書



村   長

く ま む ら 議 会第69号 平成24年10月25日   （4）

九
月
定
例

一
般
質
問

田
代　

利
一 

議
員

一
、
７
月
12
日
の
大
雨
災
害
に
つ
い
て

二
、
通
学
路
に
つ
い
て

三
、
「
か
わ
せ
み
」
に
つ
い
て

四
、
川
辺
川
建
設
促
進
協
議
会

　
　

に
つ
い
て

従
業
員
一
丸
と
な
っ
て
営

業
活
動
に
取
り
組
む

田
代
議
員　

＝
７
月
12
日
の
大
雨
で
は
、
神

瀬
観
測
所
で
１
１
７
㎜
と
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
時
間
雨
量
が
観
測
さ
れ
た
。
こ
の
大
雨
に

よ
り
住
宅
や
水
田
な
ど
に
土
砂
が
流
入
し
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
道
路

決
壊
や
の
り
面
の
崩
壊
に
よ
り
、
交
通
体
系

に
も
大
き
な
支
障
が
で
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

大
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
の
状
況
を
伺
う
。

柳
詰
村
長　

＝
今
回
の
災
害
で
は
、
県
が
管

理
す
る
国
道
、
県
道
、
河
川
や
、
村
が
管
理

す
る
村
道
、
林
道
の
ほ
か
農
業
施
設
ま
で
含

め
２
９
８
ヶ
所
で
被
災
し
た
。
こ
れ
ら
の
復

旧
に
つ
い
て
は
、
村
道
15
ヶ
所
、
河
川
14
ヶ

所
、
林
道
９
ヶ
所
、
農
道
２
ヶ
所
の
計
40
ヶ

所
を
災
害
復
旧
事
業
で
申
請
し
復
旧
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
崩
土
除
去
な
ど

の
応
急
工
事
に
村
道
で
３
２
２
０
万
円
、

林
道
が
９
７
７
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
以
外
の
災
害
に
つ
い
て
も
、
村
単

独
で
の
復
旧
に
よ
り
対
応
す
る
予
定
で
、
村

民
の
方
の
安
全
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

田
代
議
員　

＝
今
回
の
災
害
で
は
、
村
道

渡
・
大
槻
線
が
い
ち
ば
ん
ひ
ど
い
状
況
だ
。

優
先
的
に
早
く
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な

い
の
か
。

川
口
建
設
課
長　

＝
被
害
の
程
度
が
大
き

く
、
通
行
止
め
の
箇
所
が
２
ヶ
所
あ
る
。
今

後
、
災
害
査
定
を
受
け
、
で
き
る
だ
け
早
く

対
応
し
た
い
。

田
代
議
員　

＝
次
に
、
通
学
路
に
は
歩
道
の

未
整
備
箇
所
が
多
く
、
児
童
・
生
徒
は
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
で
通
学
し
て
い
る
の
が
現
状

だ
。
そ
こ
で
、
通
学
路
の
整
備
を
促
進
し
、

安
全
に
通
学
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
る
。

柳
詰
村
長　

＝
通
学
路
は
、
国
道
や
県
道
を

利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
た
め
、
危
険

箇
所
解
消
に
向
け
、
今
後
と
も
県
に
要
望
し

て
い
く
。

田
代
議
員　

＝
次
に
、
「
か
わ
せ
み
」
も
、

平
成
８
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
16
年
が
経
過

し
た
。
こ
こ
数
年
は
、
経
営
的
に
も
大
変
厳

し
い
現
状
だ
。
今
後
の
経
営
は
、
社
長
で
あ

る
村
長
の
手
腕
に
か
か
る
部
分
が
大
き
い
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
今
年
の
４
月
か
ら
８
月

ま
で
の
収
支
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
経
営
を
改
善
す
る
た
め
の
方
策

を
聞
き
た
い
。

柳
詰
村
長　

＝
赤
字
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
、

宿
泊
プ
ラ
ン
や
食
事
メ
ニ
ュ
ー
に
工
夫
を
凝

ら
し
て
き
た
。
し
か
し
、
好
転
し
な
い
の
が

現
状
だ
。
お
も
て
な
し
の
面
で
は
、
従
業
員

に
対
し
、
お
客
様
か
ら
厳
し
い
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
研
修
会
の
参
加
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
経
費
節
減
策
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

取
り
付
け
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
、
従

業
員
一
丸
と
な
っ
て
営
業
活
動
に
取
り

組
む
。

永
椎
産
業
振
興
課
長　

＝
８
月
ま
で
の
収
支

が
、
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。
４
月
か
ら
７

月
ま
で
、
６
１
２
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。

田
代
議
員　

＝
東
京
か
わ
せ
み
会
に
出
席
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
「
か
わ
せ
み
会
」
に

つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

柳
詰
村
長　

＝
東
京
か
わ
せ
み
会
に
出
席
し

て
、
こ
れ
ま
で
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
若

い
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
参
加
者
も
増
え
て
き

た
。
「
ふ
る
さ
と
基
金
」
に
多
額
の
お
金
を

送
金
し
た
会
員
も
お
り
、
ふ
る
さ
と
を
応
援

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
だ
。
次

は
、
「
東
海
か
わ
せ
み
会
」
に
い
く
予
定
で

あ
り
、
そ
こ
で
も
本
村
に
対
し
応
援
し
て
も

ら
う
よ
う
お
願
い
す
る
つ
も
り
だ
。

田
代
議
員　

＝
最
後
に
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設

促
進
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し
た
理
由
を
伺

い
た
い
。

柳
詰
村
長　

＝
流
域
12
市
町
村
で
構
成
す
る

協
議
会
の
総
会
が
７
月
５
日
に
行
わ
れ
た
。

前
村
長
の
後
を
引
き
継
ぐ
形
で
村
長
に
就
任

し
た
私
が
残
任
期
間
の
１
年
間
と
い
う
こ
と

で
会
長
を
引
き
受
け
た
。

「
か
わ
せ
み
」
の
赤
字

を
改
善
す
る
方
策
は

オープン16年目を迎えた「かわせみ」
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愛
甲　

泰
治 

議
員

一
、
安
心
安
全
な
生
活
環
境
の
維
持
に

つ
い
て

村
の
特
例
事
項
を
活
用

し
、
補
助
金
交
付
を
検
討

し
て
い
る

愛
甲
議
員　

＝
現
在
ま
で
球
磨
川
を
中
心
と

し
た
災
害
対
策
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
、

気
象
条
件
の
変
化
か
経
験
し
た
こ
と
も
な
い

よ
う
な
集
中
豪
雨
で
、
山
の
崩
壊
に
も
近
い

よ
う
な
土
石
流
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
は

河
川
対
策
、
急
傾
斜
地
対
策
、
あ
る
い
は
治

山
、
砂
防
と
多
方
面
に
わ
た
っ
て
の
災
害
対

策
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

柳
詰
村
長　

＝
今
回
の
災
害
で
は
、
川
内

川
、
中
園
川
、
小
川
川
河
川
の
道
路
や
農
地

が
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
被
害
を
受
け
た
。

人
的
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
は
救
い
で
あ
っ

た
。
対
策
と
し
て
は
、
球
磨
川
流
域
で
の
河

川
の
氾
濫
、
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
の
改

修
工
事
、
渡
地
区
で
は
内
水
対
策
に
つ
い

て
、
国
、
県
に
要
望
活
動
を
続
け
た
い
。
ま

た
、
山
地
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
砂
防
、

急
傾
斜
事
業
、
治
山
事
業
に
つ
い
て
、
未
整

備
地
区
の
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

愛
甲
議
員　

＝
砂
防
ダ
ム
の
機
能
は
大
変
大

き
い
と
思
う
が
、
村
内
で
の
設
置
箇
所
は
。

ま
た
、
こ
の
間
つ
く
ら
れ
た
砂
防
ダ
ム
が
一

回
の
土
石
流
で
満
杯
に
な
っ
て
い
る
が
、
土

石
流
の
流
量
を
調
整
す
る
と
か
、
ダ
ム
が
山

の
崩
壊
を
食
い
止
め
る
機
能
を
果
た
し
て

い
る
の
か
、
基
本
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ

る
の
か
。

川
口
建
設
課
長　

＝
村
内
に
設
置
し
て
あ
る

砂
防
堰
堤
は
、
昭
和
28
年
ご
ろ
か
ら
設
置

さ
れ
現
在
40
基
に
な
る
。
砂
防
ダ
ム
は
上
流

域
の
土
砂
を
た
め
る
と
い
う
役
割
と
河
川
周

辺
の
土
砂
が
削
り
と
ら
れ
な
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
、
下
流
域
の
住
宅
を
守
る
こ
と
が
一
番

大
切
で
あ
る
。
ダ
ム
の
構
造
に
は
、
砂
防
ダ

ム
、
治
山
ダ
ム
も
機
能
的
に
は
変
わ
ら
な
い

が
、
治
山
ダ
ム
は
大
き
な
流
域
の
農
地
、
住

宅
を
保
護
す
る
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
ダ
ム

が
満
杯
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
県
の
方
へ

土
砂
の
除
去
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

愛
甲
議
員　

＝
砂
防
ダ
ム
は
、
常
に
見
回
り

を
し
て
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
な
対
策
、

体
制
を
と
り
、
管
理
に
つ
い
て
も
、
村
が
先

頭
に
立
っ
て
、
県
に
要
望
し
て
事
前
の
災
害

防
止
を
お
願
い
し
た
い
。
次
に
生
活
に
必
要

な
飲
料
水
の
問
題
だ
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は

小
規
模
給
水
施
設
に
被
害
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
被
害
状
況
と
対
応
は
。

柳
詰
健
康
衛
生
課
長　

＝
今
回
の
被
害
は
、

境
目
地
区
を
始
め
13
施
設
が
被
害
を
受
け

た
、
被
害
内
容
は
、
配
水
管
被
害
、
落
雷
被

害
、
濁
り
水
の
混
入
な
ど
が
主
で
、
地
域
、

役
場
、
業
者
で
災
害
に
応
じ
た
早
急
な
対
策

を
行
い
、
工
事
も
終
わ
っ
て
い
る
。

愛
甲
議
員　

＝
今
回
は
、
早
急
に
回
復
が
で

き
た
よ
う
だ
が
、
小
規
模
給
水
は
地
域
の

管
理
と
自
己
責
任
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
は
人
の
力
、
技
術
面
、
金
銭

面
と
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
村
と
し
て
の
今
後
の
考
え

は
。

柳
詰
村
長　

＝
高
齢
化
に
伴
い
維

持
管
理
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
対
策
と
し
て
、
小
規
模
水
道

施
設
数
は
39
地
区
あ
り
村
人
口
の

３
割
に
当
た
る
。
水
道
施
設
の
維

持
費
は
、
施
設
の
大
き
さ
に
比
例

す
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
補
助
金

も
人
口
や
戸
数
に
関
係
な
く
工
事

費
に
よ
り
補
助
率
を
定
め
て
い

る
。
戸
数
の
少
な
い
地
区
ほ
ど
負

担
金
が
大
き
く
な
り
、
維
持
管
理

が
厳
し
い
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
の
維
持
管
理
体
制
に
つ
い

て
は
、
村
の
補
助
金
制
度
の
特
例
事
項
を
活

用
し
、
一
定
の
受
益
者
負
担
額
を
上
回
っ
た

分
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
交
付
を
検
討
し

て
い
る
。

柳
詰
健
康
衛
生
課
長　

＝
今
、
検
討
し
て
い

る
こ
と
は
、
今
後
の
維
持
費
を
考
え
る
と
、

月
に
数
回
の
見
回
り
を
し
て
く
れ
る
業
者
と

の
契
約
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
一

軒
当
た
り
の
負
担
金
額
も
全
部
統
一
さ
れ
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。（

質
問
時
間
40
分
）

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は

技
術
面
、
金
銭
面
と
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が

神瀬地区で発生した土石流災害
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髙
澤　

康
成 

議
員

一
、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
危
機
管
理

二
、
耕
作
地
被
害
の
今
後
の
対
応

三
、
休
耕
田
・
放
棄
地
対
策
に
お
け
る

現
状
と
課
題

四
、
若
者
と
の
対
話

集
会
の
場
を
つ
く
り
村
政

に
反
映
さ
せ
た
い

若
者
一
人
一
人
と
向

き
合
い
対
話
を

髙
澤
議
員　

＝
７
月
12
日
の
大
雨
に
よ
る

大
規
模
災
害
時
、
村
長
は
出
張
さ
れ
て
い

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
代
理
責
任
者
と
し

て
総
合
的
に
情
報
収
集
、
伝
達
な
ど
迅
速

に
で
き
た
か
伺
う
。

川
口
副
村
長　

＝
人
的
被
害
も
な
く
概
ね

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
と
思
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
災
害
発
生
時
各
支
部
に
職
員
配
置

す
る
中
、
立
往
生
し
た
事
は
今
後
の
検
討

す
る
べ
き
点
が
あ
る
。

髙
澤
議
員　

＝
球
磨
村
地
域
防
災
計
画
は

県
と
の
取
り
決
め
で
あ
り
、
球
磨
村
内
に

お
い
て
の
情
報
収
集
・
伝
達
・
指
示
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
各
家
庭
に
配

布
し
て
い
る
防
災
マ
ッ
プ
は
、
危
険
箇
所

な
ど
住
民
の
方
も
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
災
害
を
機
に
担
当
職
員
が
危
険
箇
所

を
把
握
し
集
会
等
で
説
明
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

柳
詰
村
長　

＝
大
事
な
事
で
あ
る
と
考
え

る
。
現
在
は
、
文
書
配
布
が
主
な
こ
と
で

あ
り
、
今
考
え
て
い
る
事
は
消
防
団
・
消

防
署
・
自
衛
隊
を
退
職
さ
れ
た
方
に
技
術

や
ア
イ
デ
ア
を
、
避
難
訓
練
・
誘
導
災
害

救
助
方
法
等
で
き
る
組
織
を
立
ち
上
げ
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

髙
澤
議
員　

＝
数
ヶ
所
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

指
定
を
受
け
、
離
着
陸
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
消
防
組
合
の
広
域
化
の
話
が
進

ん
で
い
る
が
、
球
磨
村
は
地
理
的
問
題
で

恩
恵
を
受
け
な
い
地
区
が
あ
る
。
今
回
の

災
害
で
、
道
路
の
寸
断
で
孤
立
地
域
に

な
っ
た
地
域
に
、
急
患
が
発
生
し
た
場
合

対
応
は
で
き
る
の
か
。
そ
の
為
に
は
ヘ
リ

ポ
ー
ト
建
設
が
必
要
と
考
え
る
が
。

蔀
総
務
企
画
課
長　

＝
今
回
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
頂
く
事
に
な
っ

て
い
る
。
調
査
終
了
後
報
告
さ
せ
て

頂
く
。

髙
澤
議
員　

＝
次
に
、
放
棄
地
に
対
す
る

対
策
に
つ
い
て
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
土

砂
流
入
に
よ
っ
て
復
旧
が
で
き
ず
放
棄
地

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
田
畑
も
過
去
に
は
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
今
回
小
規
模
対
策

補
助
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
。

川
口
建
設
課
長　

＝
農
地
及
び
施
設
の
小

規
模
災
害
復
旧
事
業
は
、
新
た
に
自
分
で

機
械
を
リ
ー
ス
し
た
場
合
、
リ
ー
ス
代
を

全
額
補
助
、
棚
田
等
緊
急
に
水
を
確
保
す

る
為
の
パ
イ
プ
の
資
材
に
つ
い
て
全
額
補

助
を
考
え
て
い
る
。

髙
澤
議
員　

＝
山
村
振
興
対
策
と
は
、
国

土
の
保
全
・
自
然
環
境
維
持
・
農
用
地
に

お
け
る
水
資
源
の
確
保
・
森
林
保
全
・
被

害
に
対
す
る
防
除
等
、
利
用
資
源
の
開
発

が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
山

村
振
興
対
策
費
１
９
０
０
万
円
程
度
予
算

計
上
し
、
内
１
４
０
０
万
円
程
度
が
旧
第

二
小
施
設
関
連
に
使
わ
れ
て
い
る
。
山
村

振
興
法
の
目
的
を
考
え
る
と
休
耕
田
・
放

棄
地
対
策
に
充
て
る
事
も
可
能
で
は
な

い
か
。

永
椎
産
業
振
興
課
長　

＝
小
規
模
災
害
分

は
、
今
後
の
補
助
を
活
用
し
農
地
再
生
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
戸
別
の

農
家
の
保
護
や
経
営
改
善
の
手
伝
い
等
、
補

助
を
や
っ
て
い
る
事
で
あ
り
、
今
後
も
継
続

し
予
算
の
要
求
は
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

髙
澤
議
員　

＝
若
者
の
対
話
に
つ
い
て
伺

う
。
公
約
の
中
に
若
い
世
代
が
誇
り
を
持

て
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
考
え
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
。
若
い
世
代
と
真
剣
に

考
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ろ

ん
な
飲
み
会
に
参
加
を
し
会
話
を
す
る
事

は
雑
談
で
し
か
な
く
、
対
話
と
い
う
も
の

は
、
本
当
に
一
人
一
人
と
向
き
合
い
意
見

交
換
を
し
、
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
か
が

大
事
だ
と
思
う
。
こ
の
公
約
を
達
成
す
べ

く
今
後
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
伺
う
。

柳
詰
村
長　

＝
何
と
し
て
も
若
い
人
材
を

残
す
事
が
一
番
大
切
。
人
材
が
残
れ
ば
活

性
化
す
る
は
ず
。
就
任
以
来
で
き
る
限
り

の
事
を
や
っ
て
い
る
が
、
言
わ
れ
る
と
お

り
若
い
世
代
と
の
集
会
の
場
を
つ
く
り
意

見
を
聞
か
せ
て
頂
き
村
政
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
。

蔀
総
務
課
長　

＝
ま
ず
は
、
青
年
団
や
各

分
団
等
の
会
合
に
設
定
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

（
質
問
時
間
60
分
）水田に流入した土石流
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嶽
本
議
員　

＝
公
共
施
設
で
あ
る
一
王
子

団
地
の
住
民
か
ら
は
、
住
宅
内
の
少
な
く

て
も
九
電
柱
に
は
つ
け
て
ほ
し
い
と
の

声
、
安
全
で
安
心
な
村
づ
く
り
か
ら
し

て
、
調
査
し
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
村
管
理
や
地
区
管
理
の
外
灯
に
つ
い

て
は
、
雑
木
が
じ
ゃ
ま
に
な
り
外
灯
の
下

が
暗
い
。
下
に
光
ケ
ー
ブ
ル
も
通
っ
て
い

る
の
で
誤
っ
て
切
断
す
る
と
大
き
な
リ
ス

ク
が
と
も
な
う
。
村
で
管
理
を
お
願
い
し

た
い
。

（
質
問
時
間
60
分
）

嶽
本　

孝
司 

議
員

一
、
渡
地
区
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

二
、
渡
地
区
の
道
路
の
安
全
性
に
つ
い
て

三
、
県
道
人
吉
水
俣
線
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

四
、
外
灯
に
つ
い
て

慢
性
的
な
内
水
被
害
を
軽

減
し
た
い

渡
地
区
の
治
水
対
策
は

嶽
本
議
員　

＝
渡
地
区
の
治
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
定
例
会
が
あ
る
ご
と
に
一
般
質

問
が
な
さ
れ
、
地
区
住
民
が
安
全
安
心
を

強
く
希
望
さ
れ
て
い
る
。
治
水
対
策
に
つ

い
て
村
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

柳
詰
村
長　

＝
今
後
は
、
慢
性
的
な
内
水

被
害
を
軽
減
し
て
い
く
た
め
、
国
土
交
通

省
の
移
動
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
排
水
作
業
は

も
と
よ
り
、
河
川
や
排
水
路
の
土
砂
除
去

や
内
水
対
策
に
つ
い
て
整
備
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
要
望
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
。

嶽
本
議
員　

＝
茶
屋
地
区
に
は
、
移
動
ポ

ン
プ
車
の
ポ
ン
プ
設
定
場
所
が
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
で
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
峯

川
の
終
末
に
は
な
い
の
で
、
整
備
を
考
え

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
県
が
進
め
て
い
る
ダ

ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
「
球
磨
川

中
流
域
の
国
道
、
県
道
の
冠
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
道
路
の
か
さ
上
げ
、
隣
接
す
る

Ｊ
Ｒ
等
の
高
さ
を
考
慮
し
た
上
で
個
別
に

設
定
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
治
水
対
策

が
迅
速
に
進
む
と
思
う
が
。

柳
詰
村
長　

＝
渡
地
区
の
浸
水
し
な
い
と

こ
ろ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
県
に
提
示

し
て
も
ら
い
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を

検
討
す
る
幹
事
会
に
出
席
し
要
望
し
て
い

き
た
い
。

嶽
本
議
員　

＝
峯
川
の
治
水
対
策
に
つ
い

て
、
渡
保
育
園
か
ら
国
道
へ
通
じ
る
村
道

の
下
に
峯
川
か
ら
の
暗
渠
が
入
れ
て
あ

る
。
下
流
は
じ
ょ
う
ご
の
形
の
水
路
で
あ

り
、
豪
雨
の
時
、
再
三
水
路
が
決
壊
し
、

土
石
流
が
水
田
に
入
る
の
で
、
樋
門
ま
で

水
路
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
整
備
で
き
な

い
か
。

川
口
建
設
課
長　

＝
今
年
度
中
に
土
砂
を

除
去
し
、
河
川
改
修
を
地
元
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

嶽
本
議
員　

＝
渡
駅
付
近
の
道
路
状
況
の

安
全
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
①
小
川
川

に
掛
か
っ
て
い
る
歩
道
の
な
い
国
道
の
橋

を
渡
っ
て
郵
便
局
に
は
月
６
０
０
名
、
Ｊ

Ａ
に
は
月
３
０
０
名
、
球
磨
川
下
り
に
は

年
３
０
０
名
の
方
が
往
来
さ
れ
て
お
り
非

常
に
危
険
を
感
じ
る
。
②
村
道
大
槻
線
の

入
口
、
渡
駅
前
の
村
道
に
つ
い
て
は
、
糸

原
採
石
場
、
廃
棄
物
の
中
間
処
理
場
、
災

害
復
旧
等
々
に
大
型
ダ
ン
プ
が
往
来
し
、

道
路
は
狭
く
ほ
こ
り
は
立
ち
、
が
た
が
た

の
路
面
の
中
、
地
元
住
民
は
悲
鳴
を
上
げ

て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
入
口
の
囲
い
は
10

年
前
か
ら
単
管
で
囲
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

川
口
建
設
課
長　

＝
当
箇
所
は
、
日
常
的

に
ダ
ン
プ
が
多
く
３
ヶ
月
に
１
回
の
割
合

で
協
議
会
を
開
い
て
い
る
。
道
路
事
情
が

悪
い
と
こ
ろ
は
、
維
持
工
事
を
考
え

た
い
。

嶽
本
議
員　

＝
県
道
人
吉
水
俣
線
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

柳
詰
村
長　

＝
人
吉
市
大
柿
か
ら

球
磨
村
八
久
保
間
の
未
開
通
に
つ

い
て
は
、
人
吉
市
と
協
議
し
な
が

ら
速
や
か
に
進
め
て
い
く
。

嶽
本
議
員　

＝
県
道
人
吉
水
俣
線

の
一
勝
地
か
ら
黒
白
間
の
改
良
の

要
望
は
毎
年
行
っ
て
い
る
が
進
ん

で
い
な
い
の
で
強
固
に
お
願
い
し

た
い
。
次
に
外
灯
の
設
置
基
準
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

蔀
総
務
企
画
課
長　

＝
公
共
施

設
、
通
学
路
の
危
険
な
箇
所
１
９

８
ヶ
所
設
置
し
、
台
帳
で
管
理
し

て
い
る
。
地
区
か
ら
の
要
望
は
、

２
分
の
１
の
補
助
で
設
置
し
て
い

る
。

村道 渡大槻線（渡駅前付近）
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前
向
き
に
検
討
す
る

避
難
場
所
の
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

舟
戸　

治
生 
議
員

一
、
災
害
、
防
災
に
つ
い
て

二
、
生
活
環
境
に
つ
い
て

舟
戸
議
員　

＝
７
月
12
日
の
大
雨
に
よ
り

土
砂
災
害
が
多
発
し
た
。
幸
い
人
的
災
害

は
な
か
っ
た
が
、
村
内
で
も
災
害
に
結
び

付
く
土
石
流
、
崖
崩
れ
、
地
滑
り
な
ど
の

前
兆
現
象
が
あ
っ
た
と
思
う
が
確
認
は
で

き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
土
砂
災
害
危
険

区
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、
情
報
の
収
集
、

伝
達
方
法
を
地
域
防
災
計
画
で
規
定
し
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
配
布
す
べ
き
と
思

う
が
。

蔀
総
務
企
画
課
長　

＝
災
害
当
日
夜
半
に

防
災
担
当
者
と
情
報
収
集
に
当
た
っ
て
い

た
が
、
夜
中
は
雨
雲
の
流
れ
が
非
常
に
濃

い
の
が
来
て
い
る
の
を
確
認
し
夜
明
け
を

迎
え
た
。
前
兆
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
国

道
２
１
９
号
線
に
は
土
石
流
が
流
れ
始
め

て
い
た
。
ま
た
、
小
川
川
も
濁
流
が
ひ
ど

い
と
の
情
報
に
よ
り
早
急
の
対
応
が
出
来

た
と
思
う
。
避
難
場
所
の
確
認
は
、
危
険

区
域
内
の
公
民
館
も
あ
り
、
地
域
の
方
の

意
見
を
い
た
だ
き
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

避
難
場
所
を
見
直
し
検
討
す
る
。

舟
戸
議
員　

＝
村
独
自
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
多
目
的

集
会
施
設
な
ど
避
難
場
所
と
し
て
適
切
な

施
設
、
第
一
避
難
所
に
つ
い
て
は
看
板
の

設
置
が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
建
物
の
耐

震
化
や
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
対
す
る
補
助
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

柳
詰
村
長　

＝
公
民
館
な
ど
調
査
を
し
て

検
討
す
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
充

実
強
化
の
た
め
、
球
磨
村
防
災
協
力
隊
制

度
を
発
足
し
た
い
。
内
容
は
自
衛
官
、
消

防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
に
会
員
登
録
を
お
願
い

し
、
防
災
訓
練
の
実
施
、
応
急
手
当
、
初

期
消
火
の
指
導
及
び
大
規
模
災
害
の
活
動

支
援
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と

思
う
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
公
民
館

で
サ
ロ
ン
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

舟
戸
議
員　

＝
次
に
、
急
傾
斜
地
事
業
、

治
山
事
業
に
対
し
て
採
択
基
準
に
適
合
し

な
い
た
め
補
助
事
業
が
利
用
で
き
ず
、
結

果
的
に
災
害
に
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。

川
口
建
設
課
長　

＝
国
の
補
助
で
で
き
る

の
は
10
戸
以
上
で
あ
り
、
そ
れ
未
満
は
県

の
単
独
事
業
を
進
め
て
い
る
。
急
傾
斜
地

事
業
や
治
山
事
業
に
も
該
当
し
な
い
地
区
は
、

村
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
補
助
で
対
応
す
る
。

舟
戸
議
員　

＝
次
に
、
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
豪
雨
で
小
規
模
給
水
施
設
の
被
災
が

あ
っ
た
が
、
今
後
は
、
水
源
の
確
保
が
不

可
欠
で
あ
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
水
源

の
確
保
を
す
る
な
ど
の
積
極
性
が
必
要
と

思
う
が
。

柳
詰
健
康
衛
生
課
長　

＝
濁
ら
な
い
水

は
、
湧
水
か
地
下
水
で
あ
り
、
山
水
と
か

谷
水
は
大
雨
が
降
っ
た
ら
濁
る
の
で
、
水

源
の
確
保
は
大
事
と
思
う
。
現
在
は
、
井

戸
水
が
４
地
区
、
湧
水
が
８
地
区
で
、
26

地
区
は
谷
水
で
あ
る
が
、
一
つ
に
す
る
に

は
地
理
的
な
水
源
の
確
保
と
予
算
も
か
か

る
の
で
、
地
域
と
話
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

舟
戸
議
員　

＝
次
に
、
排
水

対
策
と
し
て
山
口
地
区
に
定

住
促
進
事
業
で
宅
地
造
成
が

な
さ
れ
、
排
水
施
設
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
機
能
及
び

維
持
管
理
は
。

柳
詰
村
長　

＝
一
王
子
団
地

の
排
水
整
備
は
、
都
市
計
画

法
で
流
水
流
出
量
の
増
大
を

防
止
す
る
こ
と
と
し
て
、
宅

地
開
発
面
積
が
０
・
５
ha
を

超
え
る
と
調
節
池
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
調
整
池

の
洪
水
調
節
機
能
は
、
一
定
以
上
の
降
雨

の
ご
く
限
ら
れ
た
期
間
に
お
い
て
機
能
を

発
揮
す
る
も
の
で
、
他
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
草
払
い
な
ど
の
維
持
作
業
が
必
要
に

な
る
。

川
口
建
設
課
長　

＝
排
水
池
で
大
切
な
こ

と
は
、
新
し
く
造
成
さ
れ
た
土
地
の
水

が
、
河
川
に
流
し
た
場
合
に
氾
濫
し
な
い

か
が
問
題
に
な
る
。
一
度
雨
が
降
り
始
め

て
か
ら
降
り
終
わ
る
ま
で
の
時
間
内
に
、

一
番
降
る
時
間
を
ず
ら
し
て
河
川
に
流

し
、
下
流
川
の
農
地
に
水
害
と
か
災
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
質
問
時
間
60
分
）球磨村版　防災マップ
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高
齢
者
の
世
帯
を
対
象
に

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

買
い
物
弱
者
に
対
す

る
支
援
策
は

多
武　

義
治 

議
員

一
、
買
い
物
弱
者
対
策
の
考
え

二
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設
促
進
協
議
会
会

長
就
任
の
真
意

三
、
町
村
長
海
外
研
修
の
日
程
と
参
加

し
た
所
感

多
武
議
員　

＝
自
動
車
な
ど
移
動
手
段
を

持
た
な
い
、
高
齢
者
を
中
心
に
日
々
の
生

活
に
困
っ
て
い
る
の
が
、
生
活
に
必
要
な

品
物
を
ど
の
よ
う
に
取
り
そ
ろ
え
る
か
。

と
り
わ
け
毎
日
の
食
料
品
を
ど
う
買
う
の

か
、
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
増

加
す
る
で
あ
ろ
う
買
い
物
弱
者
に
対
す
る

支
援
策
を
、
行
政
と
し
て
も
考
え
て
み
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
き
て
い
る
。
近

く
の
自
治
体
で
は
、
買
い
物
弱
者
に
対
す

る
支
援
を
始
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
地

理
的
条
件
が
不
利
な
球
磨
村
こ
そ
が
、
早

く
対
策
を
打
ち
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
問

題
で
あ
る
と
思
う
が
。

柳
詰
村
長　

＝
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

に
よ
り
外
出
が
困
難
な
、
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
買
い
物
支
援
体

制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
方
法

と
し
て
、
村
内
の
移
動
販
売
業
者
や
商
工

会
な
ど
と
連
携
し
て
、
商
品
の
発
注
、
納

入
シ
ス
テ
ム
化
を
推
進
す
る
か
、
利
用
可

能
に
な
っ
た
光
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た
買

い
物
支
援
シ
ス
テ
ム
を
進
め
る
方
法
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
自
分
で
料
理
を
作
る

こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
を
支
援
す
る
た

め
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
も
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

多
武
議
員　

＝
方
法
と
し
て
、
村
内
の
移

動
販
売
業
者
に
お
願
い
し
、
商
店
か
ら
離

れ
た
地
区
を
一
週
間
に
２
回
程
度
回
っ
て

も
ら
い
、
そ
れ
に
要
し
た
経
費
に
補
助
す

る
や
り
方
が
、
い
ち
ば
ん
現
実
的
だ
と
思

う
が
。

柳
詰
村
長　

＝
そ
の
こ
と
も
含
め
て
検
討

し
て
み
る
。

多
武
議
員　

＝
次
に
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設

促
進
協
議
会
の
総
会
が
行
わ
れ
、
空
席
と

な
っ
て
い
た
会
長
に
柳
詰
村
長
が
就
任
し

た
。
た
だ
、
村
長
は
ダ
ム
建
設
に
関
し
て

は
、
反
対
の
立
場
で
は
な
か
っ
た
か
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
平
成
20
年
９
月

に
熊
本
県
知
事
が
ダ
ム
計
画
を
白
紙
撤
回

し
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
対
策
を
追
求

す
べ
き
だ
と
建
設
反
対
を
表
明
さ
れ
た
。

当
時
、
議
員
だ
っ
た
村
長
も
、
こ
の
ダ
ム

の
白
紙
撤
回
を
絶
賛
す
る
よ
う
な
内
容
の

発
言
を
定
例
会
で
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

も
ダ
ム
に
否
定
的
な
意
見
だ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
、
ダ
ム
建
設
反
対
の
立
場
だ
っ
た
村

長
が
、
な
ぜ
会
長
を
引
き
受
け
た
の
か
、

そ
の
真
意
を
伺
い
た
い
。

柳
詰
村
長　

＝
協
議
会
の
総
会
が
７
月
５

日
に
行
わ
れ
、
前
柳
詰
村
長
の
後
を
引
き

継
ぐ
形
で
村
長
に
就
任
し
た
私
が
、
前
柳

詰
会
長
の
残
任
期
間
の
１
年
間
と
い
う
こ

と
で
引
き
受
け
た
。
当
然
、
村
長
選
に
立

候
補
す
る
と
き
は
、
会
長
に
選
任
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
今
年
の
事
業

計
画
も
、
ダ
ム
建
設
促
進
か
ら
関
連
事
業

に
重
点
を
お
い
た
予
算
確
保
を
国
に
求
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ダ

ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
検
討
す
る
場
が
設

け
ら
れ
、
そ
の
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
現
在
の
川
辺
川
ダ
ム
を
め
ぐ
る
状

況
は
理
解
し
て
い
る
。

多
武
議
員　

＝
そ
れ
で
は
ダ
ム
建
設
に
つ

い
て
、
心
の
奥
で
は
賛
成
な
の
か
、
反
対

な
の
か
。

柳
詰
村
長　

＝
今
は
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い

治
水
を
検
討
す
る
場
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
微
妙
な
時
期
で
あ
り
、
私
は
ダ
ム

に
よ
ら
な
い
治
水
を
検
討
す
る
場
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
。

多
武
議
員　

＝
次
に
、
県
の
町
村
長
に
よ

る
海
外
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
参
加

し
た
所
感
は
。

柳
詰
村
長　

＝
視
察
し
た
台
湾
大
学
の
農

業
施
設
は
、
日
本
の
ほ
う
が
す
す
ん
で
い

る
印
象
だ
。
そ
の
他
に
も
、
町
村
長
と
の

会
話
の
中
で
、
自
信
あ
ふ
れ
る
地
方
自
治

の
あ
り
方
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
参
加
し

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

（
質
問
時
間
50
分
）

移動販売
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沢
見
地
区
の
水
源
の
上
、
古
木
立
の
中
に

火
の
元
の
神
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
御
神
体

は
石
造
の
座
像
で
す
。
祭
神
に
つ
い
て
は
、

平
家
の
落
人
達
が
沢
見
に
の
が
れ
て
来
て
沢

見
地
区
を
切
り
開
き
、
そ
の
中
の
一
番
偉

か
っ
た
人
を
祭
っ
た
と
も
、
ま
た
、
平
家
の

落
人
が
こ
こ
ま
で
の
が
れ
て
来
て
、
源
氏
の

追
手
に
殺
さ
れ
、
そ
の
落
人
を
祭
っ
た
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
、
御
神
体
は
刀
で
あ
っ
た
が
薩
摩
の

沢
見
（
そ
う
み
）
の
者
が
持
ち
去
っ
た
と
の

伝
承
も
あ
り
、
別
名
「
戦
争
様
」
と
も
い
わ

れ
て
戦
時
中
は
出
征
兵
士
や
家
族
の
者
が
武

運
長
久
を
祈
っ
て
参
拝
さ
れ
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。高

沢
康
成
（
球
磨
村
誌
よ
り
抜
粋
）

沢見の火の元神社

編
集
後
記

　

黄
金
色
に
染
ま
っ
た
稲
穂
、
自
然

の
豊
か
さ
に
感
謝
し
つ
つ
収
穫
作
業

に
奮
闘
す
る
毎
日
。
そ
ん
な
中
、
村

民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
親
睦
と
融

和
が
図
れ
た
事
は
、
日
頃
仕
事
に
追

わ
れ
る
日
々
を
少
し
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
痛
い

と
い
っ
て
い
る
も
の
の
競
技
と
な
る

と
、
我
を
忘
れ
一
生
懸
命
に
走
っ
た

り
す
る
姿
は
、
安
心
と
た
く
ま
し
さ

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
頃
か
ら
我
の
健
康
に
留
意
し
健

康
を
維
持
す
る
為
、
毎
日
何
か
少
し

ず
つ
で
も
行
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
、
食
欲
の
秋
と
は
い

え
腹
八
分
目
を
肝
に
銘
じ
、
健
康
維

持
に
努
め
よ
う
と
箸
を
片
手
に
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
努
力
す
る
事
は
医
療

費
削
減
に
も
繋
が
り
安
定
し
た
村
運

営
に
も
寄
与
す
る
事
が
で
き
る
。さ
ぁ

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。  

（
髙
澤
）

　

広
報
委
員
長　
　

多 

武　

義 

治

　

広
報
副
委
員
長　

髙 

澤　

康 

成

　

広
報
委
員　
　
　

毎 

床　

文 

博

　

広
報
委
員　
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